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寺 田寅彦 



シ ョ パ ンが パリの サロ ン に 集ま つ た 名流の 前で 初演 

奏 をしょう とする 直前に、 祖国 革命 戦 突発の 飛報 を受 

取る。 そうして 激昂す る 心 を 抑えて ピアノの 前に 坐リ 

所定 曲目 モザ ルトの 一 曲 を 弾いて いる うちにい つか 頭 

が 変にな つて 来て、 急に 嵐の ような 幻想曲 を 弾き出す、 

そ の 狂 熱 的な 弾奏 者 の 顔の クロ ー ズ アップに 重 映され 

て 祖国の 同志 達の 血潮に 彩ら れた 戦場の 光景が 夢幻 の 

) J とく スクリ ー ン の 面 を 往来す る。 

これ は 別に 映画で は 珍しく もない 技巧で あるが、 し 

かしこの 場合に はこの 技巧が 同時に 聞かせる 音楽と 相 

待って かなりな 必然性 を もって 使用され ており、 これ 



たか、 全く 奇蹟 的で 少なくも 物質 不滅 を 信ずる 科学者 

に は 諒解 出来ない。 

(昭和 十 年 八月 『渋柿』) 
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